
　上下水道部では、市民の皆さんの生活に欠かせない水道・下水道についてよく知っていただく
ために、上下水道事業からのお知らせや現状、課題、経営状況などをシリーズでお伝えしています。
　今回は、令和 7 年度に行っている事業などについてお知らせします。
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下水道マンホールあれこれ

ご意見・問い合わせ先 伊勢市上下水道部 上下水道総務課 庶務係 〒519-0696　伊勢市二見町茶屋 420-1
☎0596-42-1504　       0596-42-1540　　 sui-soumu@city.ise.mie.jpFAX

ドローンから空撮した宮川水管橋

「上下水道耐震化計画」を策定しました

　令和６年１月に発生した能登半島地震では、浄水場や下水道処理場及びそれらに直結した管路などに甚大な被害
が発生し復旧が長期化しました。
　地震災害時において水道と下水道の使用を可能とするためには、両方の機能を確保することが重要であります。
そのため、浄水場・ポンプ場・配水池などの施設や、避難所などの重要施設に接続する上下水道管路の地震対策を
計画的・重点的に進める上下水道耐震化計画を策定しました。

上下水道耐震化計画の詳しい内容は、市のホームページをご覧ください。
●上下水道耐震化計画　https://www.city.ise.mie.jp/jougesuidou/notice/keikaku_zaisei/1018530.html

AI 活用による水道管路の劣化診断を行っています
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伊勢市の水道料金あれこれ

現在は、1ヶ月20㎥（口径13mm）使用した場合
の水道料金は、「2,429円」（税抜き）となってい
るよ。
平成17年11月の合併後、平成23年度に統一して
「2,505円」（税抜き）とし、その後、平成27年
度に約３％の値下げをして、今の料金となってい
るよ。

それとこの前、「水道料金は市町村によって異なっ
ている」とニュースで見たけど、伊勢市の水道
料金は三重県内の他の市町と比べてどうなって
いるの？

伊勢市の水道料金は、県内29市町の中で安
いほうから13番目で、県内の市町の平均より
245円 （税抜き料金での比較）安く、全国平均
より633円安くなっているよ。

前回の上下水道部だよりで、料金回収率が現時
点では 100% を超えているけど、今後低下が見
込まれているから水道料金の引き上げの検討が
必要って説明があったよね。ところで、伊勢市の
水道料金はどのように変化してきたの？

今後は人口減少で水道料金の収入が減る中
で、物価上昇によって経費が増えたり、水
道施設の耐震化や老朽管の更新などたくさ
んお金が必要になってくるよ。毎年、シミュ
レーションを通して、適正な水道料金を検討
していく必要があるんだ。

今は安くていいけど、以前シミュレーション
で令和11年度から引き上げが必要という見
通しの説明があったから、将来が心配だわ。
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3,062 円
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減価償却費など
20億 3,633万円

下水道マンホールあれこれ

水道事業会計予算令和７年度

下水道事業会計予算令和７年度

水道事業のあらまし令和７年度

水道水をお届けするための
収支（税抜）

施設をつくるための
収支（税込）

収益的
収支総

事

業

費
（
予

算
）

収　入　24億 8,014万円

支　出　24億 6,170万円

お客さまからの水道料金
21億 4,601万円

加入金や繰入金など
3億 3,413万円

人件費
1億 9,261万円

修繕費や委託料などの物件費
12億 2,289万円

減価償却費など
9億 7,630万円

支払利息
6,990万円

収　入　8億 5,686万円

支　出　23億 5,026万円

借入金
5億 9,720万円

負担金など
2億 5,966万円

施設の建設改良費
19億 4,230万円

借入金の返済
4億 796万円

資本的
収支

※収支不足額は、
　減価償却費や前
　年度の純利益を
　積み立てた積立
　金などの内部に
　留保された資金
　で補てんします。

収　入　38億 6,952万円

支　出　38億 6,118万円

お客さまからの下水道使用料
11億 791万円

繰入金など
27億 6,161万円

収　入　55億 362万円

支　出　69億 9,403万円

借入金
35億 1,830万円

補助金など
19億 8,532万円

施設の建設改良費など
50億 8,312万円

借入金の返済
19億 1,091万円

汚水処理や雨水排除を
行うための収支（税抜）

施設をつくるための
収支（税込）

収益的
収支

資本的
収支

人件費
1億 7,202万円

修繕費や委託料などの物件費
11億 8,516万円

　令和 7 年 1 月 28 日、埼玉県八潮市にて下水道管
の破損に起因すると考えられる道路陥没事故が発生し
ました。これにより、死亡事故や下水道の使用制限な
ど、下水道利用者や周辺住民の生活に大きな影響が
出ました。
　伊勢市内には、八潮市で発生した事故ほど大きな規
模の下水道管はありませんが、国の全国重点調査の方
針を受け、雨水排水路の点検調査を進めています。
　また、伊勢市では老朽化が進み、劣化した雨水排水
路の改築も継続して進めています。

埼玉県八潮市での道路陥没事故をうけて

持続

● 水道管・施設の耐震対策  1億 5,950 万円
　  災害が起こった時でも水が確保できるように、 
　  水道管や施設の地震対策を行っています。
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長さ 割合 長さ 割合
令和６年度 961.8km 279.1km 29.0% 212.7km 22.1%

うち古い管 うち耐震管全体の
長さ

水道管の状況

下水道事業のあらまし令和７年度

● 浸水被害への備え　　　6億 5,200万円
　  台風などの大雨
　  による浸水被害を
　  少なくするため、
　  排水路を新しく
　  作っています。

収支不足額
14億 9,340万円

総

事

業

費
（
予

算
）

※収支不足額は、
　減価償却費や前
　年度の純利益を
　積み立てた積立
　金などの内部に
　留保された資金
　で補てんします。

収支不足額
14億 9,041万円

持続

支払利息
4億 6,767万円

浸水被害の備え

● 古くなった施設の更新　4億 6,200万円
　  雨水ポンプ場や汚水マンホールポンプ場の古くなっ
　  た機械を取り換えて、さらに長く使えるようにして
　  います。

● 今ある施設を災害から守る　2,600万円
　  災害時でも下水道施設が排水機能を確保できるように耐震化や耐水化を進めています。

安全

● 快適な生活へ　　26 億 9,000 万円
　  生活排水を流す下水道管（汚水）を道路に
　  埋設しています。
　  排水路や川がきれいになり、臭いにおいも
　  なくなります。

快適

安全

改築（内面更生前）　常磐１丁目地内 改築（内面更生後）　常磐１丁目地内

● 古くなった水道管の更新　　　　9 億 5,800万円
　  古い水道管を交換したり、水漏れ箇所を修理したりしています。

● 効率的な施設の使用　　　　 　2億 2,300万円
　  施設を効率的に使用するため、施設の更新などを行っています。

● AI 活用による水道管路の劣化診断　　1,431万円
　  漏水履歴等の配管情報や、管を取り巻く環境の多種多様な
　  データをもとに、AI を活用した管路劣化診断を行います。

【耐震管への入替工事】

【水質検査状況】
水質検査結果
( 伊勢市ＨＰ)

● 水質の管理　　725万円
　  皆さんに飲んでいただいている水道水は、定期的に 51 項目の
　  水質検査を行って、安全を確認しています。
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